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った。また Base/kgを従属変数として多変量解析 (ステップワイズ法) を行った。 
追加インスリン量は，高分子アディポネクチンと負の相関，IL-6とは正の相関を認めたのに対し，
基礎インスリン量は，BMI-SD と正の相関を認めたが，いずれのアディポサイトカインとも相関を認
めなかった。BMI-SD は，TNF-αと正の相関を認めたが，その他のアディポサイトカインとは相関を
認めなかった。 
以上のことから、アディポサイトカインを介したインスリン抵抗性が追加インスリン量に影響を与
えている可能性が示唆されたが，決して単純な関係ではなかった。また、肥満は基礎インスリンに影
響を与えているが、アディポサイトカインを介してインスリン抵抗性を高め，基礎インスリン必要量
を増加させているのではないことが明らかとなった。 
 本研究は、小児・思春期 1型糖尿病患者において肥満やアディポサイトカインが基礎インスリンと
追加インスリンの必要量を規定する因子である可能性を明らかにしたものであり、1型糖尿病診療に
おける管理技術の向上に寄与する点が大であると考えられた。よって本研究者は博士（医学）の学位
を授与されるに値するものと判定された。 
